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している。繁殖細胞の種類は中型で胞体の狭い円形細胞

が主体である。好銀線維はこの細胞群を小集団状に取 り

囲むよつな構造を示しており,細 胞が個々に線維に固着

している所見はない。この写真はグ氏輪の細胞繁殖巣の

一部の弱拡大である。参考までに他の臓器では,1卑およ

び リンパ節は一様に細胞の海と化し本来の構造は認め難

い。細胞の種類は肝におけると同様である。

さて, このような病変を示す疾患の属する病理学的位

置を,記 或と命名をたよりに探つてみよう。人医学にお

いてウィルヒョウ (1853)は白血病性変化のなかに リン

パ性白血病の存在を認めた。チュルク (1903)は リンパ

節が腫瘍的に瞳大するものを リンパ腫症と呼んだ。シュ

リッデ (1909)はリンパ節の腫大が腫瘍的か否かにF」l確

な一線を画し難いという根拠で リンパ腺症の名称を用い
た。獣医学の領域ではニーベルしイおよびコールズ(1954)

は自血病に包括 し, リンパ腺FIの命名を使用している。
スミスおよびジョンズ (1961)は悪性 リンパ腫の名称を

用い,家 畜腫瘍 8,159例 のうち 58例 の豚の悪性 リンパ

腫を表示 している。日本では,中 島 ・渡辺 ・渡辺 ・山本
(1954)は第 38回 の日本獣医学会で4例 につき全身 リン
パ節の系統的腫大とllT,牌,腎 の病変を記載し,自 血病
1生リンパ腺症と呼んでいる (東京都と畜衛生検査業務研
究報告集,1962に は抄録のほかに剖検所見の2表 が記録
されている)。
写真に示 した標本,ひ いては本例は,概 略的には,豚

の リンパ睡症, リンパ腺症,悪 性 リンパ腫のカテゴリー

に属するものである。近似の病変と異同については, リ
ンパ肉腫(コンドラート)や骨髄腫症(ヒルシュフェル ド)
などを念頭に浮べなければならないだろう。これらは系
統的な拡 りの具合と細胞像などによつて区別される。

おわりに,豚 の リンパ腫症と一概にいつても組織像は

決して単一ではないのであるから1例づつでも積み重ね
て本態を画き出す一助にしたい。これが筆者の念願でも
ある。(紺野 悟記)


